
自然保育活動事例紹介

認定こども園 大野山保育園

園の所在地：山梨県南巨摩郡身延町大野839-3

代表者氏名：園長 高山 有

電話番号：0556-62-2541

園ホームページ：https://oonosan.com/

活動場所

活動のねらい

大野山保育園園舎の裏山
（身延町大野字中澤840-1）

・自然活動体験を通し、幼児期にこそ大切にしたい様々な育ちを育み、生きる力の
根っこを育てる。（五感・情緒・柔軟な四肢の動き・思いやり・協同性・発想力・コ
ミュニケーション・社会性・危険の認知・判断力・ふるさとへの愛着等）



活動内容【全体の活動】

子ども達の気付きや育ち

・毎週月曜日の午前中、各年齢（2・3・4・5歳児）や個々の育ちに合わせ、ゴールや活
動場所を設定し、裏山で過ごします。
・アップダウンのきつい地形を生かし、柔軟な体の動きを考慮しています。さらに、身
体のバランス力等を鍛えます。
・何度も登ることで芽生える子どもたちの自発的なあそびや発想を支援していきます。
・四季折々に変化する環境を活かし、動植物の観察やスケッチ、自然物を取り入れた遊
びや制作など教育的な学びも取り入れます。
・山の整備に伴う伐採の見学（身延町森林組合の協力）：年１回
・感謝祭の開催に合わせ、保護者、地域住民、関係各位、一般の方等、裏山活動体験を
実施（年１回：１１月）

・体力がつき、転んだり、大きなケガをしなくなる。
・経験を通し、「できる・できない」「やる・やらない」等、判断力が身に付く。
・あそびを自ら見つけ、考え、何度も繰り返し、夢中になる。
・異年齢の交流を通し、意欲や好奇心、協調性や社会性が育まれる。
・景色や環境を通して、豊かな情緒が育まれる。
・遊びの連続性を確保することで、次回への期待感が育つ。
・ふるさとの景色を見て、知って感じる。（誇りになるふるさとの景色）



活動内容【秘密基地を作ろう！４・５歳児の様子】

子ども達の気付きや育ち

裏山に落ちている木や枝を集め、何度も重ねたり組んだりしながら、秘密基地を作り始め
た子ども達。固定されていない木や枝は、すぐに崩れ落ちてしまいます。子どもたちは、
「紐が欲しい」と保育士に訴えました。次の週には、自らリュックに紐、ハサミ、クレヨ
ン、画用紙を入れ、裏山に向かいました。ひも結びができる５歳児は、上手に木々を縛っ
ていきます。５歳児のようにはできない４歳児も必死に縛ろうと挑戦しますが、木はすぐ
に落ちてしまいます。いつの間にか、結ぶのは５歳児、紐を切る担当は４歳児になってい
ました。切ることに夢中になる４歳児。届いた紐で縛ろうとした５歳児は「これじゃ、縛
れない！」「もっと長くして」「これじゃ長すぎる」…体験や伝え合いを通して「ちょう
どいい」を体感していく子どもたち。

・役割の分担など社会性や協同性の育ち
・イメージを言葉にして伝える力、考える力
・動植物への興味
・相手を思いやる気持ち
・長さや大きさ、太さなどへの理解と興味
・年長児への憧れから育つ意欲や挑戦する心
・傾斜で作業するため体のバランス、足腰の安定、体力の向上
・想像力や発想力の育ち


